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ふくしのまちづくり中核施設建設ふくしのまちづくり中核施設建設
あらゆる人が住み続けられる福祉を目指して

▲昨年12月に開催された、ふくしのまちづくり町民サミット（74名参加）

基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定

　
町
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
福
祉
施
設
整
備
は
、
専
門
的
な
民

間
の
知
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
ど
も
な
ど
利

用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
機

能
と
、
和
寒
町
の
社
会
福
祉
資
源
を
有

効
的
に
活
用
で
き
る
複
合
的
な
機
能
も

併
せ
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
・

基
本
計
画
策
定
に
向
け
、
民
間
事
業
者

の
技
術
力
や
創
造
性
を
活
か
し
た
提
案

を
受
け
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
ゆ
う
ゆ
う
（
以

下
、
ゆ
う
ゆ
う
）
と
ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
株
式
会

社
が
受
託
し
、
令
和
６
年
３
月
に
成
果

品
と
し
て
町
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
計
画
で
の
事
業
費
試
算

�

30
億
５
千
万
円

　
事
業
費
（
建
設
工
事
費
、
設
計
、
管

理
業
務
費
な
ど
）
は
、
基
本
計
画
段
階

ま
で
の
想
定
値
で
今
後
の
基
本
設
計
、

実
施
設
計
に
よ
り
変
動
し
ま
す
が
、
30

億
５
千
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
実
施
設
計
、
令
和
８

年
度
が
建
設
開
始
、
令
和
９
年
度
に
建

設
完
成
予
定
で
す
。

ゆ
う
ゆ
う
…�

当
別
町
を
拠
点
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
団
体
。

ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
…�

東
京 

浅
草
橋
を
拠
点

と
す
る
建
築
設
計
事

務
所
。

▲ふくしのワークキャンプで福祉への興味を

　
芳
生
苑
（
昭
和
51
年
度
建
設
）
・
健
楽

苑
（
平
成
６
年
度
建
設
）
は
、
大
規
模
改

修
が
困
難
な
こ
と
や
、
令
和
３
年
か
ら
毎

年
１
億
円
を
超
え
る
指
定
管
理
料
を
負
担

し
て
い
る
課
題
も
あ
り
、
平
成
27
年
６
月

か
ら
継
続
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
５
月
（
改
選
期
）
か
ら
総
務

経
済
常
任
委
員
会
で
18
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、
令
和
６
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会

で
所※

管
事
務
調
査
の
中
間
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

※
所
管
事
務
調
査
…
閉
会
中
に
委
員
会
が
自
主

的
に
す
る
調
査
で
、
そ
の
内
容
を
本
会
議
で
報

告
し
ま
す
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建
設
候
補
地
の
検
討

　
受
託
業
者
か
ら
提
案
を
受
け
た
６
か

所
の
候
補
地
か
ら
協
議
を
進
め
ま
し
た
。

　
国
交
省
の
国
土
形
成
計
画
に
よ
り
要

配
慮
者
利
用
施
設
や
公
共
施
設
は
災
害

リ
ス
ク
の
少
な
い
土
地
に
建
設
す
る
方

針
を
強
め
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
令

和
６
年
３
月
に
建
設
用
地
を
決
定
し
ま

し
た
。（
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り
）

設
置
運
営
は
民
設
民
営

　
町
は
受
託
業
者
か
ら
設
置
運
営
主
体

の
方
向
の
提
言
を
受
け
、
建
築
コ
ス
ト
、

将
来
的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
ふ
く

し
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の
実
現
に

向
け
た
理
念
や
方
針
を
考
え
た
と
き
、

民
間
が
建
て
て
民
間
が
運
営
す
る
「
民

設
民
営
」
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
12
月
５
日
、
委
員
会
と
し

て
議
員
間
討
議
を
行
い
「
設
置
運
営
主

体
は
民
間
で
や
る
べ
き
」
と
方
向
性
を

確
認
し
ま
し
た
。

特
養
体
制
変
更
48
名
→
45
名

　
１
ユ
ニ
ッ
ト
12
名
で
は
夜
勤
１
名
で

24
名
を
ケ
ア
す
る
こ
と
に
な
り
、
夜
勤

負
担
が
大
き
く
な
る
懸
念
が
あ
る
た
め
、

夜
勤
１
名
に
対
し
て
15
名
の
ケ
ア
体
制

に
変
更
し
ま
し
た
。

　
必
要
と
さ
れ
る
人
員
配
置
の
効
率
化

と
、
安
心
で
可
視
化
さ
れ
た
ケ
ア
体
制
の

実
現
を
目
指
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
孤
立
・
孤

独
防
止
や
虐
待
リ
ス
ク
を
軽
減
し
ま
す
。

整
備
運
営
主
体
は
ゆ
う
ゆ
う

　
令
和
５
年
12
月
、
町
か
ら
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
に
新
た
な

福
祉
施
設
等
の
整
備
運
営
を
受
託
で
き

る
か
検
討
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
「
受
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
町
長
、
議
長
、

社
協
会
長
の
三
者
で
、
ふ
く
し
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
策
定
の
受
託
者
で
あ

る
、
ゆ
う
ゆ
う
へ
新
た
な
整
備
運
営
主

体
の
依
頼
を
し
、
受
託
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
方
針

基
本
方
針  

共共き
ょ
う

き
ょ
う

愉愉ゆゆ

す
る
ま
ち
を

す
る
ま
ち
を
創創そ

う
そ
う

造造ぞ
う
ぞ
う

す
る
す
る

▲世代を超えた交流場所も検討

新たな福祉施設の概要（案）

建設地
　三笠95-8、95-9、95-46

　（あかしや団地、しらかば団地に近接）

特別養護老人ホーム
　１ユニット15名個室×３ユニット＝45名定員

� （その内、空床利用の短期入所を検討）

　診療所との連携による看取りの検討

共用型通所施設（デイサービス）
　利用定員18名

　高齢者、障がい者（児）、訪問看護、訪問介護等

就労継続支援Ｂ型
　定員10名

　障がい者の方が福祉サービスを受けながら働く

食の拠点、仕事センター、中央広場、ファ

ーム広場
　子どもから高齢者まで利用できる場所

委
員
会
で
は
芳
生
苑
・
健
楽
苑
の
存

続
を
町
側
と
議
論
し
、
町
よ
り
「
福
祉

施
設
は
２
億
円
以
上
の
収
入
が
あ
り
、

雇
用
の
確
保
や
経
済
効
果
な
ど
収
入
以

上
の
影
響
が
あ
る
」
と
説
明
を
受
け
、

建
て
替
え
は
必
要
で
あ
る
と
し
て
進
め

ま
し
た
。

ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
理
念
と

方
針
は
施
設
建
て
替
え
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
和
寒
町
の
可
能
性
を
感
じ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
理
解
を
前
提
と
し
て
、
今
後

も
町
と
委
員
会
で
活
発
な
議
論
を
重
ね

ま
す
。

中
間
報
告
全
文
→
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